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〇企業誘致はどこもやっていること。一歩進んだ考え方で「豊岡」と「身延」が活性化できるような大

きなＮＰＯ法人を身延に引き込む、これが一番だと思う。議員からＮＰＯ法人に声をかけていただい

て、「身延・豊岡」に誘致すれば活性化に役立つ。 

〇都会の人たちは「山村に活性化をもたらすために来ている」という事例がある。議員は、それらを参

考に町に働きかけをお願いする。 

※貴重なご意見・要望・提言をご紹介します。 

ありがとうございました 

身
延
豊
岡
地
区
 

「町民と議員との懇談会」 「町民と議員との懇談会」 
　　　　　　　　　　　この懇談会は、議員が議会運営状況や課題の取組み状況等について報

告し、町民の皆様からの意見や要望などを聴き、意思の疎通を図るため、町民の皆さまとの連

携を図ることを目的に年２回の予定で実施しています。 

○懇談会の目的 

・と　き　平成23年5月28日（土）　19：30～21：10 

・会　場　身延地区豊岡公民館 

・参加者　16名(町民4名・身延地区議員6名・他地区議員4名・事務局2名）   

　旧豊岡小学校の利活用、議会として行政に
はどのような提案をしているか。 
 

　働き場所がないから若者が町を離れて行く。
若者が外へ出ないで済むような環境づくりを
してほしい。 

　毎年要望書を出している。 
　回答は「検討します」等、簡単な回答である。
もう少し納得のできる答が聞きたい。 

A

A

A

　3月議会の委員会で、統廃合に伴う廃校舎
の利活用について、町長が町民に十分な説明
を行うよう付帯決議として働きかけた。 

　長期計画の主なものは「定住促進」・「企
業誘致」等が根本をなしている。議会としては、
それぞれの思いを町に提案して行きたい。 

　議会に要望書を提出するという方法もある。
所管の委員会で検討し「やるべき」と決まれ
ば町に提出する。 

Q

Q

Q
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・と　き　平成23年5月29日（日）　19：30～21：30 

・会　場　身延地区梅平二区公民館 

・参加者　41名(町民29名・身延地区議員6名・他地区議員4名・事務局2名） 

〇空き家バンクについて 

　町外から身延に移り住む場合、空き家改修で相当費用がかかる。町でその補助が出せるよう議会で制

度を発案し、実現に向けて取組んでほしい。 

〇福祉問題について 

　認知症の人が増えている。認知症に近い人も相当数いる。問題は家族が認知症を知られたくない気持

ちが強いこと。地域福祉の問題を議会で取上げて考えてもらいたい。 

〇保育園の問題 

　身延・大河内・豊岡地区で保育園は１つである。中富は2㎞毎町営の保育所がある。また、下部は学

校の通学バスを使っている。中富は保育所が近い。身延は園のバスで送迎している。町民の公平性の

原則からいえば、全額通園費を町で補助するべきと思うが検討をお願いする。 

〇文化会館の周囲の樹木が非常に多いと思う。樹木を半分にしたら負担も軽くなるのではないか。 

〇人口減、公共施設減、将来展望を考える必要がある。高校生等、若い力を取り入れて町長の考えを変

えるぐらいの構想を出してもらいたい。 

〇私は職人ですが仕事はほとんど町外です。若い人が残れる環境づくりをお願いする。 

〇子どもを産める病院が少ない。これを解決しない限り人口増は望めない。議会は「山梨県はすごいね！」

と言われるぐらいまでもっていってほしい。 

〇活性化の目玉、コミュニケーションの根幹をなすのは祭りの存在。行政がリーダーシップをとり、地

域が自主的につくれるような祭り実現のため議員も別の角度から検討してほしい。 

多くの貴重な意見・要望・提言を頂きましたのでご紹介します 

ご意見、要望、提言、ありがとうございました 

身
延
梅
平
地
区
 

膝を交えて「意見交換」 膝を交えて「意見交換」 
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・と　き　　平成23年5月31日（火）　　19：30～21：20 

・会　場　　中富地区飯富ふれあいセンター 

・参加者　　56名（町民39名、中富地区議員4名、他地区議員11名、事務局2名） 

〇デマンド交通バス運行について、駅への接続などその運行を町民の声に応えるようなコース設定を。 
〇学校統廃合について、統合後の再統合は避けるべきだ。また、全体計画を示すべきだ。 
〇統合問題について、議会はどのように考えどのようにしたいか、考え方を示してほしい。 
〇学校がなくなると地域が衰退するというが、学校があっても衰退している。このことについてもっと
考えてほしい。　 
〇学校統合問題について吸収とか対等とかでなく、子どもの教育環境をどうするかが問題である。 
〇住民の要望が聞き入れられていないため、教育委員会に対して不満がある。 
〇災害対策として、飯富地区の富士川堤防や防災倉庫の点検を。 
〇道路建設の場合、過去に不必要な幅員の新設があった。適所適正な幅員を。　  

ご意見・要望をいただきましたので紹介いたします。ありがとうございました 

中
富
地
区
 

飯富地区宮根線新設工事の現況と今後の見通
しは。 

Q 南側入口で工事が開始されたが、今後2～3
年で完成予定。  

A

伊沼地区簡易水道の上伊沼への本線接続につ
いての概況と工事期間は。 

Q 原小プール付近から50mmのパイプで2カ所ポン
プアップで送水する。23年度単年度工事と聞く。 

A

23年度予算で町の貯金（基金）と借金（地方債）
のバランスが悪い。借金を減らす対策は。 

Q 行政の改革、無駄の排除、節約の徹底、大型
プロジェクトを減らし財政縮小に努める。 

A

小中学校統廃合計画の後期計画はどう進めて
行くか。 

Q 教育委員会は答申案をもとにこれから審議検
討し、提示があると思われる。 

A

学校統合の目的は。 
Q 教育委員会では、少数学級とりわけ復式学級を避

けることと、教育財政の健全化などをあげている。 
A

静川・西嶋小の合併は対等か吸収か。 
Q

対等といっている。 
A

中部横断自動車道建設残土を江尻窪地区へ処
理すると決まった経緯（理由）は。  

Q
国、県、町の相談により決まった。 

A

「町民と議会との懇談会」「町民と議会との懇談会」 「町民と議会との懇談会」
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・と　き　　平成23年6月19日（日）　　19：30～21：20 

・会　場　　下部地区古関公民館 

・参加者　　65名（町民50名、下部地区議員5名、他地区議員9名、事務局1名） 

１）ラフティングで川に施設をつくってほしい。 
２）折八に町の文化財が2つある。町の担当者と一緒に案内してもらいたい。 

以上、ご意見・要望ありがとうございました。 

下
部
地
区
 

下部地区公民館の建物の大きさは。 
Q

平屋建で瓦葺き面積852裃。  
A

デマンド交通事業業務で国からの補助が去年で打
ち切られたが、その後の予算はどうなるのか。 

Q 今年度からは町単独でやっている。バス全部
で3台、北部は１台が動いている。  

A

古関中屋敷の水道事業は今年の簡易水道事業
の予算に入っているか。 

Q
中山間整備事業で来年度の計画予定である。 

A

浜岡原発の恒久停止の意見書提出を検討して
いるか。 

Q 今後良く話し合って行きたい。 
（7月13日 臨時議会にて提出を議決） 

A

過疎地、限界集落(折八街道、三つ沢発電所）
の現状を見てもらいたい。 

Q 限界集落で交通の便とか人が就労する場所を
探しながら活性化させたい。  

A

観光が打撃を受けている。何か対策は。 
Q 観光地は風評被害で苦境に陥っているので町

に働きかけていきたい。 
A

学校の統廃合は今後のことを踏まえ、検討し
てもらいたい。 

Q 議会では数多く意見交換をしている。皆さん
の意見を聴きたい。 

A

中富浄化センターのところにヘリポートをお
願いしたい。  

Q ドクターヘリが来年度から運行する。それに
あわせていく予定。 

A

要　望 

膝を交えて「意見交換」 膝を交えて「意見交換」 
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下
部
温
泉
郷
の
重
要
な
施

設
で
あ
る
。
地
元
だ
け
で

な
く
、
広
い
地
域
の
大
勢

の
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

熊
谷
観
光
課
長

会
議
室

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は

聞
い
て
い
る
。
温
泉
会
館

が
な
け
れ
ば
、
日
帰
り
入

浴
客
が
旅
館
・
ホ
テ
ル
を

利
用
す
る
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
そ
れ
ら
も
含
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
と
処
置

を
検
討
し
て
い
く
。

中
富
中
の
「
学
力
向

上
指
定
校
」
と
は

芦
澤
議
員

中
富
中
の
学

力
向
上
指
定
校
補
助
金
48

万
円
は
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
使
わ
れ
る
の
か
。
単

年
度
な
の
か
、
継
続
事
業

な
の
か
。

近
藤
学
校
教
育
課
長

単

年
度
事
業
で
、
教
育
事
務

所
単
位
で
１
校
が
指
定
さ

れ
、
５
教
科
の
「
上
位
へ

の
発
展
的
・
探
究
的
な
学

習
指
導
」「
学
習
意
欲
の
低

繰
越
明
許
費
が
多
い

理
由
は

深
沢
議
員
　
通
年
、
数
件

で
あ
る
繰
越
明
許
費
が
多

い
原
因
は
。
執
行
は
い
つ
か
。

笠
井
財
政
課
長

21
・
22

年
度
に
繰
越
明
許
費
が
多

い
の
は
、
国
の
政
策
に
よ

り
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」、

「
住
民
に
光
を
注
ぐ
交
付

金
」
な
ど
の
事
業
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
執
行
は
出
来
る
だ
け

早
く
行
う
。（
Ｐ
９
参
照
）

湯
町
簡
易
水
道
は
町

に
移
管
さ
れ
る
の
か

草
間
議
員

湯
町
簡
易
水

道
は
24
年
度
か
ら
町
に
移

管
さ
れ
る
の
か
。

遠
藤
水
道
課
長

23
年
度

に
工
事
が
順
調
に
進
め
ば

24
年
度
か
ら
町
営
簡
易
水

道
と
な
る
。

老
朽
化
し
た
水
道
管

の
更
新
予
定
は

芦
澤
議
員

水
道
管
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
地
区

が
多
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
後
の
更
新
予
定
は
。

遠
藤
水
道
課
長

給
水
人

口
が
少
な
く
事
業
が
困
難

な
地
域
に
は
、
補
助
金
を

活
用
し
て
更
新
し
て
い
く

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

温
泉
会
館
の
修
繕
は

芦
澤
議
員

下
部
温
泉
会

館
２
階
大
広
間
は
、
雨
漏

り
で
半
分
使
用
で
き
な

い
。
大
人
数
の
会
議
室
と

し
て
は
利
用
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
状
況
で
あ
る
。

修
繕
の
予
定
は
な
い
の
か
。

熊
谷
観
光
課
長

修
繕
費

が
２
０
０
０
万
円
以
上
か

か
る
と
い
う
見
積
も
り
だ

が
、
温
泉
会
館
の
運
営
委

員
会
で
は
、
地
元
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
不

要
な
ら
ば
取
り
壊
す
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

芦
澤
議
員

温
泉
会
館
は

下
や
苦
手
意
識
の
克
服
対

策
」「
学
習
習
慣
の
向
上
」

「
家
庭
学
習
の
定
着
」
な

ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
現
状
は

穂
坂
議
員

現
在
、
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

丸
山
政
策
室
長

空
き
家

バ
ン
ク
制
度
に
登
録
し
て

く
れ
る
人
が
な
か
な
か
い

な
い
の
で
、
豊
岡
地
区
を

手
始
め
に
実
地
調
査
を
行

っ
た
。
今
回
の
曙
地
区
な

ど
３
地
区
に
つ
い
て
も
同

じ
調
査
を
行
う
。
ま
た
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
も
、

こ
れ
と
並
行
し
て
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促

進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

穂
坂
議
員

空
き
家
バ
ン

ク
に
、
農
業
体
験
等
を
取

り
入
れ
、
登
録
者
を
探
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

丸
山
政
策
室
長

空
き
家

バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
募
集
し
て
い
る
。

ま
た
緊
急
雇
用
創
出
事
業

と
し
て
空
き
家
を
探
す
こ

と
を
別
の
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
。

下
山
中
解
体
費
用
は

穂
坂
議
員

下
山
中
の
解

体
費
用
４
６
０
０
万
円
は
、

解
体
だ
け
の
費
用
で
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

近
藤
学
校
教
育
課
長

こ

れ
は
、
校
舎
、
屋
内
体
育

館
、
プ
ー
ル
の
解
体
工
事

の
ほ
か
に
下
山
小
と
の
境

の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
設
置

工
事
お
よ
び
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
調
査
実
施
の
費
用
の

合
計
で
あ
る
。

交
流
推
進
支
援
事
業

補
助
金
は

川
口
議
員

①
交
流
推
進

支
援
事
業
補
助
金
の
２
０

０
万
円
の
使
い
道
は
。
②

空
き
家
バ
ン
ク
に
は
、
年

齢
制
限
が
あ
る
の
か
。

丸
山
政
策
室
長

①
（財）
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

主
な
質
疑
答
弁

質疑がありました
繰
越
明
許
費
と
は

年
度
内
に
で
き
な
い

事
業
の
予
算
を
、
次
の

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
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の
補
助
金
２
０
０
万
円
と

山
梨
県
か
ら
の
２
地
域
居

住
推
進
事
業
補
助
金
２
０

０
万
円
を
合
わ
せ
て
４
０

０
万
円
で
、
曙
地
区
ほ
か

３
地
区
の
空
き
家
調
査
、

詳
細
な
図
面
作
成
、
耐
震

調
査
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

貸
し
手
と
借
り
手
の
要
望

の
す
り
合
わ
せ
を
行
う

「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
や

東
京
な
ど
で
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
。
②
空
き
家
バ
ン
ク

に
年
齢
制
限
は
な
い
が
、

２
地
域
居
住
推
進
事
業
の

方
で
は
地
域
と
相
談
し
な

が
ら
決
め
て
い
く
。

中
学
校
の
外
国
語
指

導
と
西
嶋
小
・
静
川

小
の
統
合
に
つ
い
て

川
口
議
員

①
中
学
校
の

外
国
語
指
導
が
国
内
の
民

間
業
者
へ
の
委
託
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

②
静
川
・
西
嶋
小
の
統
合

は
、
対
等
合
併
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
が
、
静
川

小
の
閉
校
記
念
事
業
の
内

容
、
統
合
に
向
け
て
の
交

流
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

近
藤
学
校
教
育
課
長

①

従
来
、
外
国
人
を
採
用
し

て
い
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
を
、
今
後
、

日
本
語
能
力
が
高
い
民
間

業
者
に
変
更
す
る
も
の
。

②
静
川
・
西
嶋
両
小
は
、

対
等
合
併
で
あ
り
、
記
念

事
業
は
、
記
念
誌
発
行
、

記
念
碑
建
立
、
記
念
式
典

な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る

が
、
統
合
準
備
委
員
会
で

も
対
等
合
併
と
い
う
中
で

判
断
し
て
い
き
た
い
。
交

流
事
業
は
、
校
外
学
習
・

修
学
旅
行
等
で
実
施
し
て

い
る
。

職
員
の
子
ど
も
手
当

渡
辺
議
員

役
場
職
員
の

子
ど
も
手
当
は
、
人
件
費

か
。
人
件
費
が
増
加
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
。

笠
井
財
政
課
長

人
件
費

だ
が
、
国
か
ら
き
た
も
の

を
職
員
に
支
給
す
る
形
で

あ
り
、
多
少
増
加
す
る
が
、

従
来
の
児
童
手
当
も
同
様

の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
た
。

保
育
所
の
人
件
費
は

渡
辺
議
員

静
川
保
育
所

の
人
件
費
の
減
額
理
由
は
。

稲
葉
子
育
て
支
援
課
長
　
こ

れ
は
、
障
害
児
の
保
育
の

た
め
の
臨
時
職
員
雇
用
の

た
め
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
は
不
要
に
な
っ
た
た
め

減
額
し
た
。
他
の
臨
時
職

員
と
の
関
係
も
あ
り
、
当

初
で
は
減
額
し
な
か
っ
た
。

遅
沢
の
水
道
加
入

渡
辺
議
員

遅
沢
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
水
道
加
入

負
担
金
５
万
３
０
０
０
円

は
。

佐
野
生
涯
学
習
課
長

従

来
、
遅
沢
集
落
水
道
の
余

水
を
利
用
し
て
い
た
が
、

同
集
落
の
水
道
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

加
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論

渡
辺
議
員

静
川
小
の
閉

校
記
念
式
典
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
反
対
討
論
を
行

う
。
全
体
計
画
を
示
さ
な

い
で
、
前
期
計
画
を
強
引

に
推
し
進
め
る
や
り
方
、

住
民
へ
の
説
明
が
不
十
分

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

静
川
小
の
閉
校
に
は
賛
成

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
こ
の
予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

穂
坂
議
員

学
校
統
廃
合

に
関
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
こ
れ
は
、
閉
校
記
念

行
事
を
や
る
た
め
の
予
算

で
あ
り
、
学
校
統
廃
合
の

賛
成
・
反
対
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
の
で
、
補
正
予

算
に
は
賛
成
す
る
。

6月  
定例議会 
6月  
定例議会 こんな質疑

一
般
会
計
補
正
予
算

に
対
す
る
討
論

旧身延町立下山中学校
下山中学校の存在を永久にとどめ置くために校歌を記念碑として建立

平成23年3月31日　下山中学校閉校記念事業実行委員会
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給
与
等
の
増
額

・
教
育
費

７
１
５
７
万
円

下
山
中
解
体
工
事
等

※
賛
成
13
名
反
対
１
名
で

可
決

【
特
別
会
計
】

■
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算

補
正
額

５
２
１
万
円

補
正
後
総
額

21
億
４
６
２
４
万
円

〔
補
正
の
支
出
〕

給
与
等

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
後
期
高
齢
者
医
療
補
正

予
算

補
正
額

１
１
９
万
円

補
正
後
総
額

４
億
５
９
３
７
万
円

〔
補
正
の
支
出
〕

給
与
等
の
増
額

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
介
護
保
険
補
正
予
算

補
正
額

60
万
円

補
正
後
総
額

21
億
１
４
７
７
万
円

〔
補
正
の
支
出
〕

給
与
等
の
増
額

４
５
０
０
万
円

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
平
成
22
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

３
９
８
６
万
円

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
被
災
者
の
負
担
軽
減

東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
税

改
正
で
あ
り
、
大
震
災
に

よ
り
資
産
に
損
失
が
生
じ

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
分
の
住
民
税
に
適

用
す
る
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

【
一
般
会
計
】

■
平
成
23
年
度
補
正
予
算

補
正
額

７
５
３
３
万
円

補
正
後
総
額

87
億
９
７
７
３
万
円

【
補
正
の
財
源
】

・
国
庫
支
出
金
　

１
０
９
５
万
円

・
県
支
出
金

▲
29
万
円

・
繰
越
金
６
２
６
７
万
円

・
諸
収
入

２
０
０
万
円

【
補
正
の
支
出
】

・
議
会
費
▲
１
９
６
万
円

給
与
等
の
減
額

・
総
務
費

１
３
４
９
万
円

有
線
放
送
改
修
補
助
金

等
・
民
生
費

▲
９
２
９
万
円

給
与
費
等
の
減
額

・
衛
生
費

７
２
３
万
円

小
規
模
簡
易
水
道
事
業
　

補
助
金
等

・
労
働
費

17
万
円

働
く
婦
人
の
家
修
繕

・
農
林
水
産
業
費

▲
７
７
２
万
円

給
与
等
の
減
額

・
商
工
費

１
１
１
万
円

温
泉
会
館
ポ
ン
プ
修
繕

等
・
土
木
費

73
万
円

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
簡
易
水
道
事
業
補
正
予

算
補
正
額

４
７
１
万
円

補
正
後
総
額

10
億
９
６
０
７
万
円

〔
補
正
の
支
出
〕

給
与
等
の
増
額

■
下
水
道
事
業
補
正
予
算

補
正
額

３
１
２
万
円

補
正
後
総
額

７
億
４
７
７
２
万
円

〔
補
正
の
支
出
〕

汚
泥
処
理
機
械
の
修
繕
等

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
「
子
ど
も
、
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
の
基
本
制
度
案
要

綱
」
に
基
づ
く
保
育
制
度

に
関
す
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
請
願

※
賛
成
１
名
反
対
13
名
で

否
決

■
湯
町
浄
水
場
築
造
工
事

請
負
契
約

契
約
金
額

７
３
１
８
万
円

契
約
の
相
手
方

近
藤
工
業
株
式
会
社

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
湯
町
浄
水
場
機
械
・
電

気
設
備
工
事
請
負
契
約

契
約
金
額

９
７
６
５
万
円

契
約
の
相
手
方

荏
原
実
業
株
式
会
社

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
下
部
地
区
公
民
館
新
築

建
築
主
体
工
事

契
約
金
額１

億
２
４
９
５
万
円

契
約
の
相
手
方

三
井
建
設
工
業
株
式
会
社

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
国
保
の
課
税
上
限
額
の

引
き
上
げ

国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
上
限
額
の
う
ち
、
医
療

費
は
50
万
円
を
51
万
円
に
、

介
護
納
付
金
は
13
万
円
か

ら
14
万
円
に
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
は
10
万
円
を
12

万
円
に
改
正
す
る
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
出
産
育
児
一
時
金
の
引

き
上
げ

出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
は
35
万
円
が
39
万
円

に
改
正
さ
れ
、
期
限
が
廃

止
さ
れ
た
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
平
成
22
年
度
一
般
会
計

繰
越
明
許
費

３
億
１
０
７
４
万
円

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費

報
　
　
告

条
例
の
改
正

補
正
予
算

6
月
定
例
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

請
　
　
願

契
　
　
約
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４
頁
第
５
段

訂
正
前

佐
野
教
育
長

今
回
の
条
例

改
正
が
議
決
さ
れ
れ
ば
、

８
・
９
月
頃
に
は
委
員
会
と

し
て
結
論
を
出
す
。

訂
正
後

佐
野
教
育
長

今
回
の
条
例

改
正
が
議
決
さ
れ
れ
ば
、

８
・
９
月
頃
か
ら
委
員
会
で

４
頁
　
第
１
段

訂
正
前

丸
山
政
策
室
長

構
成
人
員

20
人
す
べ
て
町
民
で
あ
る
。

訂
正
後

丸
山
政
策
室
長

構
成
人
員

10
人
す
べ
て
町
民
で
あ
る
。

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

11
頁
第
５
段

下
部
処
理
区
の
接
続
率
は
旅

館
・
ホ
テ
ル
の
数
値
で
す
。

12
頁
第
２
段

訂
正
前
　
　
財
政
課
長

訂
正
後
　
　
建
設
課
長

以
上
、
訂
正
し
て
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

笠
井
　
義
彦
氏（

西
　
嶋
）

赤
池
美
樹
子
氏（

切
房
木
）

※
全
員
賛
成
で
同
意

人
　
　
事

・身延支所空調設備更新事業 508万円

・簡易水道事業特別会計繰出し金　　 430万円

・農業用施設整備事業　　　　　　　　　　　　 1,800万円

・県営ため池等整備事業負担金　　　　　　　　　 201万円

・県営中山間地域総合農地防災事業負担金　　　　 510万円

・県営中山間地域総合整備事業負担金　　　　　 2,265万円

・小規模治山事業　　　　　　　　　　　　　　　 300万円

・林道整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　 300万円

・道路施設維持補修事業　　　　　　　　　　　 4,140万円

・道路防護柵設置事業（8カ所分） 1,850万円

・町道本町富山橋線道路改良事業　　　　　　　 2,635万円

・町道古関丸畑線道路改良事業　　　　　　　　 1,588万円

・町道下粟倉線調査測量設計業務委託　　　　　　 628万円

・町道大島樋之上線道路改良事業　　　　　　　　 108万円

・町道大道市之瀬線道路改良事業　　　　　　　　 120万円

・木造住宅耐震改修等事業補助金　　　　　　　　 110万円

・下水道事業特別会計繰出し金　　　　　　　　　 776万円

・小中学校空調設備設置事業　　　　　　　　　 8,500万円

・下部地区公民館敷地造成事業　　　　　　　　 1,276万円

・町立図書館整備事業　　　　　　　　　　　　 1,508万円

・湯之奥金山博物館改修事業　　　　　　　　　 1,521万円

・身延中央簡易水道事業　　　　　　　　　　　 1,000万円

・湯町簡易水道事業　　　　　　　　　　　　　 3,500万円

・身延公共下水道事業管渠布設等工事　　　　　 1,668万円

・下部特定環境保全公共下水道事業

真空弁ユニット設置工事　 2,318万円

23年度に繰越された事業
総額＝3億9560万円

23年度に繰越された事業
総額＝3億9560万円

議
会
だ
よ
り
第
26
号

（
３
月
定
例
議
会
）
の
訂
正

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
、
国
民
の
基
本

的
人
権
の
侵
犯
を
監
視

し
、
も
し
侵
犯
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
救
済
に
適

切
な
措
置
を
と
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
と
は
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3
月
11
日
に
発
生
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」
で
亡
く

な
ら
れ
た
1
5
0
0
0
人

余
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
ら
れ

た
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

救
援
物
資
に
つ
い
て

「
南
部
藩
ゆ
か
り
の
地
」

と
し
て
交
流
を
深
め
て
い

る
遠
野
、
盛
岡
市
に
救
援

物
資
と
し
て
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
８
７
０
０
リ
ッ

ト
ル
を
送
り
ま
し
た
。

け
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
、

新
た
な
体
験
観
光
と
し
て

身
延
地
域
に
定
着
さ
せ
、

地
域
の
活
性
化
や
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
は
他
の

模
範
で
あ
る
」
と
、
会
長

で
あ
る
横
内
知
事
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
の
加
入

状
況
に
つ
い
て

平
成
23
年
５
月
31
日
現

在
の
接
続
は
、

・
中
富
処
理
区
９
８
４
戸

加
入
、
加
入
率
64
・
８
％

・
身
延
処
理
区
１
３
６
戸

加
入
、
加
入
率
22
・
７
％

・
下
部
処
理
区
13
戸
加
入
、

加
入
率
14
・
６
％
で
す
。

町
の
行
政
は
一
時
の
停

滞
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
し
、

子
や
孫
に
「
負
」
の
財
産

を
残
さ
な
い
よ
う
、
職
員

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

■
自
治
功
労
者

議
員
と
し
て
11
年
以
上

在
職
し
、
そ
の
業
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
下

記
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

穂
坂
　
英
勝
　
議
員

義
援
金
に
つ
い
て

町
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
善

意
に
よ
り
、
５
月
31
日
現

在
で
６
６
０
万
３
５
０
７

円
の
義
援
金
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
山
梨
県
共
同
募

金
会
に
送
金
し
ま
し
た
。

被
災
者
の
受
け
入
れ
状
況

に
つ
い
て

町
内
の
公
営
住
宅
、
旅

館
、
親
戚
宅
な
ど
へ
避
難

し
た
被
災
者
は
６
月
９
日

現
在
、
５
世
帯
10
人
で
あ

り
、
延
べ
受
け
入
れ
状
況

は
、
９
世
帯
24
人
で
あ
り

ま
す
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ

い
て６

月
７
日
Ｊ
Ｒ
東
海
か

ら
概
略
ル
ー
ト
と
、
お
よ

そ
の
駅
の
位
置
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
駅
の
位
置
は
、

甲
府
盆
地
南
部
に
設
置
し

た
い
と
の
考
え
で
す
。

水
道
町
営
化
に
つ
い
て

波
高
島
、
鰍
原
、
上
・

下
八
木
沢
地
区
の
水
道
施

設
統
合
事
業
は
本
年
度
よ

り
事
業
着
手
し
ま
す
。
一

部
給
水
開
始
を
平
成
25
年

４
月
１
日
目
標
と
し
、
３

地
区
全
体
の
給
水
開
始
を

平
成
26
年
３
月
末
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ

い
て今

年
は
４
月
１
日
に
ス

タ
ー
ト
し
、
千
葉
県
の
中

学
校
の
修
学
旅
行
で
の
利

用
や
、
婚
活
を
目
的
と
し

て
の
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
等
も
含
め
１
１
８
人

が
利
用
し
て
お
り
、
約
３

０
０
人
の
予
約
も
入
っ
て

い
ま
す
。

「
社
団
法
人
や
ま
な
し
観

光
推
進
機
構
」
の
総
会
に

お
い
て
、
「
富
士
川
に
お

望
月
町
長
の
行
政
報
告

議
　
会
　
日
　
誌

３
月

５
日
〜
14
日
　
第
１
回
定

例
会

10
日
　
各
中
学
校
卒
業
式

20
日
　
下
山
中
学
校
閉
校

記
念
式
典

23
日
　
各
小
学
校
卒
業
式

例
月
出
納
検
査

４
月

６
日
　
各
小
学
校
入
学
式

７
日
　
各
中
学
校
入
学
式

20
日
　
例
月
出
納
検
査

21
日
　
身
延
山
ク
リ
ー
ン

作
戦

25
日
　
全
員
協
議
会

５
月

17
日
〜
18
日
　
全
国
正
副

議
長
研
修

20
日
　
例
月
出
納
検
査

23
日
　
総
務
常
任
委
員
会

26
日
　
議
員
研
修
会

27
日
　
千
葉
県
睦
沢
町
議
会

広
報
研
修
委
員
来
町

６
月

２
日
　
議
会
運
営
委
員
会

４
日
　
一
色
ホ
タ
ル
祭
り

７
日
　
全
員
協
議
会

10
日
〜
14
日
　
第
２
回
定

例
会

表
　
　
彰
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討
し
、
第
二
段
階
検
討
結

果
と
社
会
情
勢
を
見
な
が

ら
先
に
進
ん
で
行
き
た
い
。

問

「
概
要
版
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
町
民
へ
の

配
布
数
が
３
１
０
戸
、
回

収
率
45
・
６
％
と
い
う
こ

と
で
、
全
世
帯
の
１
％
に

も
満
た
な
い
数
だ
が
、
問

題
は
な
い
の
か
。

環
境
下
水
道
課
長

世
帯

数
、
年
齢
層
、
３
地
区
の

人
口
比
率
な
ど
を
勘
案
し

て
い
る
の
で
、
統
計
学
上

適
切
で
あ
る
。

問

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
状
況
」
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
も
信
用
で
き

る
数
字
か
。

環
境
下
水
道
課
長

こ
れ

ら
の
数
字
は
事
業
者
の
導

入
状
況
で
あ
り
、
今
後
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
単
価

が
下
が
れ
ば
導
入
が
進
ん

で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

問

太
陽
光
発
電
導
入
補

助
金
制
度
は
、
山
梨
県
と

県
下
18
市
町
村
が
行
っ
て

い
る
が
、
本
町
の
状
況
は

ど
う
か
。

環
境
下
水
道
課
長

21
・

22
年
度
で
計
10
件
が
利
用

し
て
い
る
。

問

長
野
県
飯
田
市
で

は
、
太
陽
光
発
電
装
置
を

０
円
で
導
入
し
、
そ
の
後
、

約
２
万
円
を
９
年
間
支
払

う
と
い
う
制
度
で
促
進
し

て
い
る
が
、
本
町
で
も
こ

の
よ
う
な
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

環
境
下
水
道
課
長

い
ろ

い
ろ
な
事
例
を
参
考
に
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

今
後
、
風
力
・
小
水

力
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等

に
つ
い
て
も
、
詳
細
な
デ

ー
タ
を
集
め
て
「
身
延
町

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
」
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

環
境
下
水
道
課
長

採
算

性
を
考
慮
し
な
が
ら
導
入

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問

昨
年
度
、
日
本
審
査

機
構
へ
の
委
託
料
６
５
１

万
円
と
委
員
報
酬
32
万
円

で
「
身
延
町
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
概
要
版
」
が

作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

環
境
下
水
道
課
長

エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
構
造
調
査
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
可
能

性
検
討
調
査
等
に
関
す
る

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
業
務
」
委
託
料
は
、

実
質
３
９
９
万
円
、
８
名

の
委
員
報
酬
15
万
円
で
計

４
１
４
万
円
で
済
ん
だ
。

問

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
」

通
称
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
補
助
金

は
昨
年
度
で
終
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

以
外
の
補
助
金
及
び
補
助

事
業
は
利
用
で
き
る
の
か
。

環
境
下
水
道
課
長

環
境

省
・
農
水
省
・
林
野
庁
・

（社）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促

進
協
会
等
で
行
っ
て
お

り
、
国
や
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
い
。

問

今
回
の
調
査
で
第
一

段
階
を
終
了
し
、
第
二
・

第
三
段
階
に
進
む
こ
と
に

な
る
が
、
お
お
よ
そ
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

環
境
下
水
道
課
長

第
二
段

階
の
重
点
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
は
、
具
体
化
に
向
け
て

の
検
討
で
あ
り
、
今
年
度

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
検

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

構
想
は

質 問

経
済
性
を
考
慮
し
て策

定
す
る

答 弁

66月定例議会 月定例議会 
6月定例議会では4議員が質問に立ちました。 
以下はその要約です。 

芦澤健拓議員

新エネルギービジョン策定委員会の現地視察
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総
務
課
長

そ
こ
ま
で
の

検
証
は
し
て
い
な
い
。
今

後
対
応
を
検
討
す
る
。

問

町
内
75
カ
所
の
避
難

地
は
安
全
か
。

総
務
課
長

基
本
的
に
は

安
全
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
検
証
し
て
い
く
。

問

危
険
な
個
所
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
課
長

過
去
に
も
避

難
地
、
避
難
所
を
見
直
し

た
経
緯
が
あ
る
。
必
要
に

応
じ
見
直
し
を
す
る
。

問

今
す
ぐ
で
き
る
危
険

回
避
対
策
と
し
て
、
避
難

地
に
対
し
て
は
、
危
険
個

所
を
住
民
と
一
緒
に
把
握

し
、
そ
の
場
所
を
示
し
た

看
板
の
設
置
を
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
避
難
所
ま

で
遠
い
地
域
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
に
配
慮
し
、

近
く
の
寺
院
や
神
社
も
候

補
に
あ
げ
対
応
し
て
は
ど

う
か
。

総
務
課
長

看
板
設
置
、

避
難
所
の
対
応
は
検
証
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

東
日
本
大
震
災
は
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
が
、
本
町
の
大
震
災
に

対
す
る
見
解
と
防
災
対
策

へ
の
基
本
姿
勢
は
。

総
務
課
長

今
回
の
大
震
災

は
自
然
災
害
と
人
工
災
害
の

複
合
的
災
害
と
感
じ
て
い
る
。

防
災
対
策
は
、
防
止
を
目
的

と
し
た
保
全
対
策
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
建
築
物
の
防
災
基

盤
の
強
化
、
町
災
害
対
策
本

部
機
能
の
強
化
に
よ
る
防
災

体
制
の
充
実
、
地
域
の
自
主

防
災
組
織
の
育
成
を
強
化
し
、

地
域
防
災
体
制
等
の
確
立
を

図
る
。

問

想
定
外
の
被
害
に
対

し
て
本
町
の
対
応
は
。

総
務
課
長

想
定
を
超
え

た
最
大
の
想
定
の
中
で
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
図
り
た
い
。

問

地
域
防
災
計
画
に
お

け
る
38
カ
所
の
避
難
所
の

耐
震
化
は
。

総
務
課
長

38
の
避
難
所

の
内
34
カ
所
が
対
策
済
み

だ
が
、
４
カ
所
が
耐
震
化

さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
調

査
検
討
す
る
。

問

公
共
施
設
の
非
構
造

物
の
耐
震
化
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

基
本
的
に
耐

震
化
さ
れ
て
い
る
建
物
は

大
丈
夫
と
考
え
て
い
る
。

問

揺
れ
が
大
き
く
、
天

井
が
落
下
し
た
例
も
あ
る

が
検
証
は
し
て
い
る
の
か
。

問

今
年
の
防
災
訓
練
で

は
自
主
防
災
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
避
難
地
の
危

険
個
所
の
把
握
と
、
避
難

所
の
設
置
場
所
の
検
証
作

業
を
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

職
員
の
配
置

も
あ
り
検
討
し
た
い
。

問

今
回
の
大
震
災
を
教

訓
に
し
て
の
、
町
の
防
災

計
画
等
の
見
直
し
は
。

総
務
課
長

国
、
県
の
動

向
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問

県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

導
入
を
受
け
て
、
ヘ
リ
ポ

ー
ト
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長

県
に
対
し
、

新
た
に
町
内
６
カ
所
の
申

請
を
し
て
あ
る
。

問

本
町
で
の
災
害
支
援

本
部
設
置
要
項
を
定
め
て

の
制
度
化
の
考
え
は
。

総
務
課
長

今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

問

夏
に
向
け
た
電
力
不

足
へ
の
対
策
は
。

総
務
課
長

東
京
電
力
か

ら
、
公
共
施
設
の
契
約
電

力
の
15
％
の
削
減
要
請
が

あ
り
対
応
し
て
い
る
。

問

今
回
の
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
、
本
町
の

前
期
地
域
防
災
計
画
で
の

検
証
を
し
た
の
か
。
ま
た
、

そ
れ
が
後
期
地
域
防
災
計

画
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長

国
、
県
の
震

災
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
防
災
の
組
織
、
集
落

の
孤
立
化
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
、
富
士
山
噴
火

対
策
、
原
子
力
防
災
の
五

項
目
を
視
点
に
、
本
町
で

も
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
図
り
、
年
内
に
は
改

定
案
を
取
り
ま
と
め
る
予

定
だ
。

東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
た
防
災
対
策
は

質 問

国
、
県
の
検
証
結
果
を

踏
ま
え
対
応

答 弁

松浦　隆議員

屋外消火栓による｢初期消火訓練」
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電
源
が
な
く
、
停
電
に
よ

り
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
と
な

る
。
行
政
運
営
に
不
可
欠

な
各
種
デ
ー
タ
類
は
、
本

庁
の
サ
ー
バ
ー
室
等
２
カ

所
で
保
存
し
、
デ
ー
タ
等

喪
失
に
対
し
配
慮
し
て
い

る
。

問

過
去
の
災
害
を
ど
の

よ
う
に
学
び
、
生
か
し
て

い
る
か
。

総
務
課
長

関
東
大
震
災

に
よ
る
災
害
、
昭
和
34
年

台
風
７
号
及
び
15
号
、
昭

和
41
年
台
風
26
号
に
よ
る

風
水
害
、
い
ず
れ
も
甚
大

な
被
害
か
ら
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
学
び
、
防
災
基
本

計
画
や
山
梨
県
防
災
会
議

が
作
成
す
る
山
梨
県
地
域

防
災
計
画
を
踏
ま
え
、
阪

神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
、

身
延
町
防
災
会
議
が
見
直

し
を
行
い
、
計
画
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。

問

災
害
の
発
生
に
よ
り

職
員
の
被
災
や
不
足
に
よ

り
、
通
常
業
務
が
途
絶
え

住
民
生
活
に
著
し
い
影
響

紙
芝
居
で
教
え
て
い
る
。

問

庁
舎
内
に
は
紙
、
電

子
を
問
わ
ず
様
々
な
、
膨

大
な
文
書
類
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
火
災
・

水
害
・
地
震
等
に
よ
る
災

害
に
お
け
る
各
課
の
非
常

時
持
ち
出
し
品
の
特
定
は
。

総
務
課
長

総
務
課
は
、

合
併
協
議
書
・
公
印
台

帳
・
町
長
事
務
引
継
書
・

役
職
員
名
簿
・
職
員
台

帳
・
姉
妹
都
市
協
定
書
が

あ
る
。
町
民
課
は
、
戸
籍

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

あ
る
。
税
務
課
は
、
家
屋

評
価
調
査
表
・
法
人
関
係

書
類
ほ
か
が
あ
り
、
各
課

と
も
災
害
時
の
非
常
時
持

ち
出
し
品
の
特
定
は
さ
れ

て
い
る
。

問

災
害
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
ダ
ウ
ン
時
の
デ
ー
タ
喪

失
等
の
情
報
政
策
は
。

政
策
室
長

停
電
発
生
時

は
、
本
庁
舎
・
支
所
・
浄

化
セ
ン
タ
ー
４
施
設
は
発

電
機
に
よ
り
電
力
供
給
可

能
。
４
施
設
以
外
は
予
備

問

突
然
地
震
に
襲
わ
れ

た
時
、
来
庁
者
・
職
員
の

行
動
要
領
は
ど
の
よ
う
に

決
め
ら
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

本
庁
舎
１
階

は
来
庁
者
を
、
正
面
玄

関
・
東
西
通
用
口
か
ら
庁

舎
前
駐
車
場
へ
誘
導
す
る
。

２
階
の
場
合
は
、
職
員

間
で
声
か
け
と
連
絡
を
密

に
、
階
段
か
ら
庁
舎
前
駐

車
場
へ
誘
導
す
る
。

問

庁
舎
内
・
所
管
部

署
・
教
育
現
場
に
お
け
る

地
震
・
火
災
発
生
等
、
緊

急
時
の
対
応
訓
練
状
況
は
。

総
務
課
長

町
長
・
教
育

長
・
管
理
職
全
員
に
よ
る

非
常
時
参
集
訓
練
、
地
震

災
害
警
戒
本
部
設
置
運
営

訓
練
、
通
信
途
絶
を
想
定

し
た
防
災
行
政
無
線
移
動

系
お
よ
び
衛
星
携
帯
電
話

に
よ
る
通
信
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。

学
校
教
育
課
長

学
校
に

つ
い
て
は
地
震
・
火
災
・

犯
罪
を
想
定
し
た
訓
練
を

実
施
。
ま
た
、
保
護
者
の

協
力
も
得
て
引
渡
し
訓
練

も
年
間
５
〜
６
回
程
度
行

っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長

町
立

保
育
所
で
は
総
合
訓
練
ほ

か
地
震
を
想
定
し
て
毎
月

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
園

児
に
対
し
て
は
、
反
復
訓

練
、
訓
練
の
意
味
や
防
災

頭
巾
の
使
い
方
を
時
に
は

リ
ス
ク
に
強
い

「
自
治
体
経
営
シ
ス
テ
ム
構
築
を
」

質 問

リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理
し
安
全
で
安
心
な

行
政
運
営
が
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
す
る

答 弁

野島俊博議員

を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
ず
る
の
か
。

総
務
課
長

町
民
の
ご
理

解
と
協
力
、
各
種
団
体
等

の
幅
広
い
支
援
を
受
け
る

中
で
一
日
も
早
い
復
興
を

目
指
し
、
よ
り
早
く
機
器

等
の
復
旧
を
図
り
行
政
機

能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
合
わ
せ
て
ト
ラ
ブ

ル
の
解
消
が
早
期
に
図
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

災
害
時
の
連
絡
系
統

の
確
保
、
町
民
か
ら
の
情

報
入
手
確
保
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

町
の
本
部
、

防
災
関
係
機
関
・
災
害
現

場
間
の
通
信
確
保
の
た
め
、

防
災
無
線
を
設
置
、
配
備
。

町
民
か
ら
の
情
報
入
手
は
、

衛
星
携
帯
電
話
を
本
庁
舎
、

下
部
・
身
延
の
支
所
に
配

備
し
て
い
る
が
、
新
た
に

５
台
を
全
出
先
機
関
に
配

備
の
予
定
で
あ
る
。

“「強い揺れ」…まず身を守る”
身延中学校「東海地震を想定しての訓練」
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い
も
の
か
ど
う
か
か
ら
入

っ
て
い
く
。

問

住
民
健
診
の
現
状
と

改
善
策
は
。

福
祉
保
健
課
長

健
診
の

受
診
率
は
、
20
年
度
48
・

１
％
、
21
年
度
50
・
２
％
、

22
年
度
54
・
６
％
に
な
る
。

健
診
実
施
期
間
を
土
・

日
に
設
定
し
、
送
迎
も
し

て
い
る
。
ガ
ン
検
診
等
も

同
日
実
施
、
受
診
対
象
集

落
以
外
の
日
も
受
診
可
能

に
す
る
な
ど
、
改
善
し
て

い
る
。

問

早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
大
事
だ
。
以
前
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
料
金
の
問
題

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
あ
っ
た
。
市
川
三
郷

町
で
は
基
本
健
診
と
ガ
ン

検
診
を
セ
ッ
ト
で
受
け
る

と
無
料
に
し
た
。
い
い
こ

と
だ
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長

市
川
三

郷
町
で
は
受
診
率
も
上
が

っ
た
と
聞
い
た
。
財
政
的

な
こ
と
も
あ
る
の
で
検
討

さ
せ
て
も
ら
う
。

問

下
部
支
所
か
ら
保
健

師
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま

い
住
民
か
ら
何
と
か
し
て

欲
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
身
延
支
所
で
は
、
か

な
り
の
相
談
件
数
が
あ

る
。
市
川
三
郷
町
立
病
院

で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
も
し

て
い
る
。
公
的
病
院
で
あ

教
育
委
員
長

４
月
に
小

中
学
校
を
通
じ
、
制
度
内

容
や
申
請
方
法
の
案
内
文

を
各
家
庭
に
配
布
し
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

問

新
入
学
生
の
学
用
品

費
が
１
学
期
の
終
わ
り
で

な
く
、
早
く
出
な
い
と
意

味
が
な
い
。
貸
し
付
け
な

ど
努
力
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

所
得
税

に
関
わ
る
の
で
年
度
は
じ

め
は
困
難
。
家
庭
の
や
り

く
り
で
何
と
か
し
て
欲
し
い
。

問

給
食
費
の
滞
納
が
あ

る
が
、
せ
め
て
給
食
費
を

毎
月
支
給
で
き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

就
学
援

助
費
の
支
払
い
時
に
滞
納

し
た
給
食
費
を
払
っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

問

修
学
旅
行
費
は
実
施

し
た
ら
す
ぐ
に
支
払
う
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

教
育
長

ル
ー
ル
に
則
っ

て
お
金
は
払
う
が
、
税
金

の
こ
と
が
あ
る
の
で
で
き

る
か
ど
う
か
、
や
っ
て
い

問

限
界
集
落
が
多
い
本

町
で
、
集
落
が
孤
立
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
食
料
補

給
や
病
人
へ
の
対
処
は
。

総
務
課
長

地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
い

て
も
ら
い
、
誰
が
リ
ー
ダ

ー
に
な
り
、
避
難
す
る
の

か
を
普
段
か
ら
話
し
合
っ

て
も
ら
う
。

問

お
年
寄
り
や
障
害
者

の
要
援
護
者
台
帳
を
ど
う

生
か
す
の
か
。

総
務
課
長

平
成
22
年
４

月
災
害
支
援
時
要
援
護
者

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
十
分
に
生

か
し
て
対
応
を
整
え
た
い
。

問

お
金
の
心
配
を
し
な

い
で
教
育
を
受
け
ら
れ
る
、

国
民
の
権
利
と
し
て
の
就

学
援
助
制
度
が
あ
る
が
、

本
町
で
の
実
施
状
況
は
。

教
育
委
員
長

平
成
20
年

度
75
人
、
52
世
帯
で
全
児

童
生
徒
数
に
占
め
る
割
合

が
６
・
７
％
で
以
降
そ
の

割
合
は
増
加
傾
向
が
続
き
、

平
成
22
年
度
に
は
80
人
、

56
世
帯
で
10
・
１
％
と
な

っ
た
。

問

就
学
援
助
を
希
望
す

る
家
庭
は
増
え
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
の
周
知
方
法
、

内
容
に
つ
い
て
は
。

要
援
護
者
台
帳
を

ど
う
生
か
す
の
か

質 問

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
生
か
し

対
応
し
た
い

答 弁

渡辺文子議員

る
飯
富
病
院
の
専
門
の
職

員
に
も
予
防
か
ら
の
さ
ら

な
る
協
力
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

福
祉
保
健
課
長

飯
富
病

院
で
の
人
間
ド
ッ
ク
は
一

部
の
検
査
が
で
き
な
い
な

ど
不
便
な
点
が
あ
り
委
託

は
し
て
い
な
い
。
せ
っ
か

く
の
中
核
病
院
な
の
で
お

互
い
協
力
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

質 問
住
民
健
診
と
健
康
相
談
の

充
実
で
医
療
費
の
削
減
を
　

質 問

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を

住民健診風景
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■
３
月
30
日

◇
平
成
22
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

主
な
内
容
　

病
院
事
業
収
益

補
正
額
６
１
５
０
万
円

資
本
的
支
出

補
正
額▲

７
５
９
３
万
円

◇
病
院
事
業
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
伴
う
改
正

■
３
月
31
日

◇
専
決
処
分
案
件

２
件

◇
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計

飯
富
病
院
組
合

定
　
例
　
会
　

このコーナーは、議会広報モニターの皆さん

に、通信用紙を送付し、議会だよりNo.24につい

ての感想をお寄せいただいたものです。

ご協力ありがとうございました。

◇表紙について

・桜の花の背景に園児たちのにこやかな表情が

とても合っていて「議会だより」のかたさを和

らげてくれた。

・満開の桜の下の園児たちの表情が可愛い。も

う少し顔が明るく撮れているともっとよかった。

◇平成23年度当初予算

・見やすく、わかりやすい。“町おこしに･･･”

と強調してある所は良いアピールだと思う。

◇町長施政方針・教育委員長教育方針

・町長は７項目、教育委員長は２項目、大まか

ではあるが、理解できた。子育て支援について

の方針がもっと明確に示してあるとよかった。

◇質疑答弁・３月定例会できまったこと。

・「今年度の町長の目玉政策は？」の問いかけ

を新鮮に感じた。議会だよりは固苦しいという

か読んでいても知らないことやわからないこと

だらけで、この町の現状がつかめない。・

◇一般質問

・高齢化・人口減がいずれの問題にもネックと

なり、これから、ますます大変になっていくの

ではと思うばかりである。

◇学校紹介・編集委員会だより

・いつも楽しみにしています。

補
正
予
算
（
第
５
号
）

補
正
額
▲
１
０
０
９
万
円

◇
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
４
号
）

補
正
額

１
９
２
万
円

◇
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
１
３
０
１
万
円

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算

15
億
７
３
０
０
万
円

◇
平
成
23
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

２
億
４
１
１
５
万
円

◇
平
成
23
年
度
峡
南
ふ
る

さ
と
市
町
村
圏
特
別
会

計
予
算

２
０
８
２
万
円

■
３
月
23
日

◇
平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額

８
８
万
円

補
正
後
総
額

５
億
７
１
９
万
円

◇
平
成
23
年
度
一
般
会
計

予
算３

億
９
８
８
９
万
円

◇
人
事
案
件

・
監
査
委
員
の
選
任

峡
南
広
域
行
政
組
合

定
　
例
　
会
　

副
議
長
　
伊
藤
　
文
雄

・
日
　
程

５
月
17
日
〜
18
日

・
研
修
先

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

（
東
京
）

・
参
加
者

議
　
長
　
副
議
長

《
研
修
内
容
》

□
講
　
演

「
地
域
力
創
造
と

地
域
お
こ
し
の
ヒ
ン
ト
」

「
地
域
主
権
改
革
」
は
住

民
自
治
と
そ
れ
に
伴
う
住

民
責
任
に
帰
着
し
、
地
方

自
治
体
の
あ
り
方
を
住
民

自
身
が
決
定
す
る
方
向
に

進
ん
で
い
く
と
み
こ
ま
れ

て
い
る
。

地
域
力
創
造
に
向
け
た

基
本
的
考
え
方

少
子
高
齢
化
に
よ
る
本

格
的
な
人
口
減
少
社
会
の

到
来
や
、
地
域
主
権
型
社

会
へ
の
転
換
に
対
し
て

は
、
地
方
が
主
体
性
を
発

揮
し
て
地
域
活
性
化
施
策

を
展
開
で
き
る
環
境
整
備

を
す
る
こ
と
や
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
で
は
人
材

育
成
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

な
ど
地
域
の
内
発
力
を
高

め
る
取
組
み
を
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く

る
。

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
町
村
議
会
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
」

地
域
主
権
の
改
革
に
よ

っ
て
自
治
体
議
会
の
環
境

を
自
ら
変
え
て
い
く
意
識

改
革
を
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

住
民
か
ら
信
託
さ
れ
た

民
主
的
町
政
実
現
に
議
会

が
根
幹
を
な
す
と
い
う
認

識
を
持
ち
、
本
来
果
た
す

べ
き
機
能
と
役
割
を
こ
な

せ
る
だ
け
の
資
質
を
養
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
村
議
会
だ
か
ら
で
き
る

議
長
・
副
議
長
研
修
会

峡
南
衛
生
組
合
　

定
　
例
　
会
　



動
の
推
進
で
す
。
他
国
の

生
活
や
文
化
に
触
れ
親
し

み
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と

す
る
態
度
の
育
成
を
目
指

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
行
事
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
デ
イ
は
、
今
年

で
８
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
３
つ
目
は
、
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
生
か
し
た
効
果
的

な
授
業
時
間
の
工
夫
で

す
。
15
分
を
１
単
位
時
間

と
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
制
を

と
り
、
柔
軟
で
効
率
的
な

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
つ
目
は
、
読
書
活
動
の

充
実
で
す
。
心
に
も
頭
に

も
栄
養
と
な
る
読
書
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
小
規
模
校
の
良

さ
を
生
か
し
な
が
ら
教
育

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
校
長
　
仁
科
　
浩
一
）

本
校
の
歴
史
は
、
明
治

６
年
の
車
田
学
校
・
三
沢

学
校
、
７
年
の
道み

ち

学
校
創

立
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
22

年
６
月
10
日
の
町
村
制
施

行
に
よ
る
久
那
土
村
誕
生

の
際
、
３
つ
の
学
校
を
統

合
し
て
久
那
土
尋
常

小
学
校
が
創
立
さ

れ
、
今
年
で
１
２
２

年
と
な
り
ま
す
。

今
日
、
「
生
き
る

力
」
を
支
え
る
、

知
・
徳
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
児
童
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
２
２
年
前

に
作
ら
れ
た
校
歌
に

は
、
「
知
徳
を
磨
き

心
を
も
身
を
も
き
た

え
て
」
と
あ
り
ま
す
。
校

訓
は
、「
確
か
な
学
力
・
美

し
い
心
・
つ
よ
い
体
」
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
月
日
を

経
よ
う
が
変
わ
る
こ
と
の

な
い
、
教
育
の
基
本
と
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
学

校
教
育
目
標
を
「
か
し
こ

く
　
や
さ
し
く
　
た
く
ま

し
い
　
久
那
土
の
子
」
と

し
ま
し
た
。「
か
し
こ
く
」

は
確
か
な
学
び
、「
や
さ
し

く
」
は
豊
か
な
心
、「
た
く

ま
し
い
」
は
健
康
・
安

全
・
安
心
と
そ
れ
ぞ
れ
捉

え
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
特
色
の
１
つ
目

は
、「
聴
く
」
こ
と
を
徹
底

的
に
躾し

つ

け
る
こ
と
で
す
。

学
び
を
中
心
と
す
る
授
業

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

本
校
は
、
ま
ず
こ
の
「
聴

く
」
と
い
う
こ
と
を
意
識

さ
せ
身
に
付
け
さ
せ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
国
際
理
解
活

月
日
の
た
つ
の
は
早
い

も
の
で
、
震
災
か
ら
４
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
い

ま
だ
に
先
の
見
え
な
い
現

地
の
状
況
で
す
が
、
我
が

国
の
衆
参
両
院
議
員
と
一

部
マ
ス
コ
ミ
は
何
を
考
え

て
い
る
の
か
、
大
い
に
疑

問
が
あ
り
ま
す
。
今
な
ぜ
、

内
閣
不
信
任
案
な
の
か
、

党
内
の
勢
力
争
い
な
の
か
、

国
民
の
意
識
か
ら
は
、
大

き
く
か
け
離
れ
て
い
る
感

が
あ
り
ま
す
。

未
曾
有
の
国
難
の
中
で
、

か
く
も
不
可
解
な
行
動
を

と
る
連
中
は
、
次
の
選
挙

で
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
原

発
推
進
に
積
極
的
で
あ
っ

た
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち

の
犯
し
た
罪
を
反
省
し
て

か
ら
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
う
で
な
い
人
も
、
原
発

に
対
す
る
意
見
を
明
ら
か

に
し
て
か
ら
行
動
す
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
長
　
芦
澤
　
健
拓
）
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